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【 総会次第 】 

 

 

１．開 会 

   （１６：００） 

 

 

２．理事長挨拶 

 

 

  ３．議 事 

 

 

第１号議案  令和６年度事業報告並びに収支決算報告 

 

第２号議案  役員改選（案）について 

 

第３号議案  令和７年度事業計画（案）並びに収支予算報告（案） 

 

第４号議案  その他 

 

 

  ４．閉 会 

   （１７：３０） 

 

 

 

 



 

 

１．令和６年度 新規加入会員（６軒） 

 支部名 施 設 名 代表者名 入 会 日 

１ 別 府 日本旅館松亀荘 濱 崎 拓 也 6年 4 月 

２ 玖 珠 郡 ホテルメサ・ビュート 吉 武 勝 広 6年 7 月 

３ 杵  築 山香温泉風の郷 斎 藤 幸 治 6年 9 月 

４ 別 府 自家源泉かけ流しの宿 新ほり井 有隅由木子 6年 10月 

５ 大  分 アリストンホテル大分 宮 本 英 範 6年 12月 

６ 玖 珠 郡 やまのゆ別邸 遊山 池 部 俊 慈 7年 3 月 

 

２．令和６年度 退会会員（１１軒） 

 支部名 施 設 名 代表者名 退 会 日 備 考 

１ 由 布 院 ゆふいん月燈庵 川 井 孝 洋 6年 7 月 自社都合 

２ 玖 珠 郡 旅 籠 彩 く ら 松 平  努 6年 7 月 自社都合 

３ 大  分 ビジネスホテルボストン 田中千代美 6年 8 月 譲  渡 

４ 別  府 ホ テ ル 芳 泉 鶴 高見澤武彦 6年 10月 廃  業 

５ 大  分 コモドホテル大分 窪 田 啓 治 6年 11月 譲  渡 

６ 由 布 院 和風旅館津江の庄 日野美貴子 6年 12月 廃  業 

７ 由 布 院 欧風旅館  玉屋 山本さよみ 7年 3 月 廃  業 

８ 由 布 院 ペンション木綿恋記 岩 男 真 治 7年 3 月 廃  業 

９ 由 布 院 金 門 坑 。 帆 足 俊 介 7年 3 月 廃  業 

１０ 天 ヶ 瀬 旅 館 丸 山 荘 阿 部 信 明 7年 3 月 廃  業 

１１ 天 ヶ 瀬 旅 館 華 水 関 根  諭 7年 3 月 廃  業 

 

３．令和６年度 施設名称変更（４軒） 

 組 合 名 新施設名 旧施設名 

１ 別  府 ホテルアーサーKITAHAMA BASE ホテルアーサー 

２ 別  府 大江戸温泉物語 Premium ホテル風月  湯快リゾートプレミアムホテル風月  

３ 大  分 HOTEL新開荘 新開荘 

４ 日  田 はなの樹 RIVER TERRACE 日田天領水の宿 

 

４．組合異動（１軒） 

 

 

 施 設 名 異 動 前 異 動 後 

１ 山 荘 神 和 苑 別府市旅館ホテル組合 かんなわ温泉旅館組合 

会員の異動報告 

 



 

５．代表者変更（１７軒） 

 支部名 施 設 名 新代表者名 旧代表者名 

１ 別  府 美湯の宿両築別邸 緒 方 真 美 緒 方  肇 

２ 別  府 グランドメルキュール別府湾リゾート＆スパ セナジ・カメル 吉 田 貴 文 

３ 別  府 べ っ ぷ 好 楽 小 出 洋 介 小 出 英 治 

４ 大分東部 栄 荘 旅 館 戸 次 栄 子 甲 斐 徹 夫 

５ 由 布 院 湯布院かほりの郷はな村  麻 生 く み 麻 生 雅 憲 

６ 由 布 院 湯布院ほてい屋 麻 生 く み 麻 生 雅 憲 

７ 由 布 院 旅 亭 田 乃 倉 太 田 宗 克 小 野 秀 幸 

８ 由 布 院 湯 布 院 山 灯 館 太 田 宗 克 小 野 秀 幸 

９ 由 布 院 由布院寛ぎの宿なな川 太 田 宗 克 小 野 秀 幸 

１０ 湯  平 旅 館 上 柳 屋 古 長 康 行 古 長 善 子 

１１ 湯  平 旅 館 高 尾 荘 山 田 博 隆 山 田 咲 子 

１２ 湯  平 宿 潦 ば ん 屋 足 立 孝 博 足 立 博 道 

１３ 湯  平 山 荘 松 屋 古 長 一 彦 古 長 英 昭 

１４ 湯  平 湯けむりの宿花有隅 由木子綿 秋吉真花子 秋 吉 洋 子 

１５ 日  田 caffel ひなのさと 麻 生 く み 麻 生 雅 憲 

１６ 日  田 はなの樹 RIVER TERRACE 前 田  洋 石 井 賢 治 

１７ 中  津 竹 内 旅 館 竹 内 光 信 竹 内 久 子 

 

６．組合合併（１軒） 

 合併後組合名 旧組合名 

１ かんなわ温泉旅館組合 
鉄 輪 旅 館 組 合 

鉄輪やまなみ旅館組合 

 

７．支部長変更（１軒） 

 組 合 名 新 支 部 長 旧 支 部 長 

１ 姫  島 
安 西 康 時  

（ 安 西 旅 館 ） 

西 村 裕 子  

（民宿マリンハウス 村さ来）  

 

 

 

※令和７年度当初会員数 ３９２軒 

 



（第１号議案） 

令和６年度事業実施概要報告 

 

１．事業概要 

24 年の訪日外国人旅行客は、コロナ禍前の水準を上回る 3,687 万人と過去最高を更

新し、円安等の影響による旅行需要の高まりから回復傾向に転じているが、一方では都

市部への集中から、オーバーツーリズムへの対策や地方の回復遅れなど、地域間での格

差も見受けられている。本県では、ＪＲグループと官民連携により実施した「福岡・大

分デスティネーションキャンペーン（4 月～6 月）」の後押もあり、国内客は 400 万人

（前年比 8.0％増）、訪日客は 108 万人（前年比 37.2％増）と年間の延べ宿泊者数は 508

万人（前年対比 13.1％増）に上り、統計開始以降で最多の水準となった。 

25 年に入っても、訪日客の勢いは継続し、3 月には最速で 1,000 万人を突破、4 月も

単月で過去最高を記録するなど、数字の上では勢いを取り戻しているように見えるが、

コロナ禍による借入の返済や物価高による仕入れコストへの影響、エネルギー価格の高

騰、賃上げ等による経営環境への懸念は続いていると感じる。 

また、長期的な課題となっている人手不足への対策については、一定の専門性・技能

を有し即戦力となる外国人材を受け入れる在留資格として「特定技能」制度や技能実習

など創設されているが、組合事業として「インターンシップ受入環境整備事業」の委託

を受け、外国人材のフォローアップと就労の定着に向けた取り組みを行った。 

 一方で、自然災害に対する対策も急務とされており、24 年 4 月の豊後水道を震源と

する地震、8 月には宮崎県を震源とする地震から「南海トラフ地震臨時情報（巨大地震

注意）」が初めて発表されたことで、風評被害による宿泊キャンセルが発生するなど一

部では混乱も生じた。さらには台風 10 号の上陸もあり、毎年のように自然災害が多発

する状況下において、宿泊施設は単なる「滞在場所」の提供ではなく、地域の防災ネッ

トワークの一員としての役割も求められていることから、地域と宿泊施設が常日頃から

連携し、相互支援体制を構築することで、災害時の被害を最小限に抑える取り組みが重

要であると考える。 

訪日旅行客が増加傾向にある中、観光はコロナ禍を経ても「成長戦略の柱」「地域活

性化の切り札」であり、持続可能な形での観光立国復活に向け、官民一体となった取り

組みを継続し、引き続き、全旅連本部からの情報共有についてはスピーディな対応を心

掛け、組織体制の強化と関係機関との連携を図っていきたい。 

 

 

２．大分県・ツーリズムおおいたとの連携事業 

 ２－１ 第４期ツーリズム戦略の概要 

  令和６年度を初年度とする長期総合計画「安心・元気・未来創造ビジョン 2024」



を策定し、地域の特色を生かしたツーリズムの推進と観光産業の振興により、世界

に選ばれるおんせん県おおいたを目指すべく、長期総合計画の実質的なアクション

プランとして、時代の潮流を的確に捉えた施策の展開を図ることとしており、2022

度から 3 年間の方向性を示す“第 4 期ツーリズム戦略”が策定されている。 

 【第４期ツーリズム戦略での取り組み】 

  ●第 4 期数値目標（達成年度 2024 年） 

   県内延べ宿泊者数 7,830 千人泊（実績：8,386 千人） 

   観光入込客数 20,950 千人  観光消費額 2,600 億円 

  ▶取り組み内容（抜粋） 

【戦略１】地域素材の磨き上げ 

   ・大分ならではの新たな観光資源の磨き上げ 

   ・多様なツーリズムの推進（カルチャー・スポーツ・サイクル・アドベンチャー） 

   ・日本一の温泉の効能や多面性を活用した観光地域づくり 

   ・豊かな自然景観の維持・保全と活用 

  【戦略２】“おおいた”の魅力向上と効果的な情報発信 

   ・「おんせん県おおいた」ブランドの検証と更なる向上 

   ・広域的な地域間連携の推進 

   ・大規模キャンペーン誘致による「おんせん県おおいた」の躍進 

【戦略３】ポストコロナ時代に向けた戦略的な誘客 

 ・大分の魅力と時代の潮流に対応した国内誘客手法の高度化 

 ・インバウンド完全復活に向けた攻めの誘客 

【戦略４】多様化する旅行ニーズに対応する受入環境の整備 

   ・地域における持続可能な観光に対する認識の共有 

   ・地域観光を支える DMO の機能・連携強化 

   ・感染症や災害などに対するリスク回避と旅行者や観光事業者への支援体制の充実 

【戦略５】DX 導入や人材の確保・育成等による観光産業の振興 

  ・観光産業の経営力強化、業務効率化の推進 

  ・観光消費の増大につながる観光体験サービス等の開発促進 

 

 ２－２ 福岡・大分デスティネーションキャンペーン 

（１）大分駅オープニングイベント「湯ったり♨おおいた満喫フェスタ」 

  ●日時／令和６年４月６日（土）１０：００～１７：００ 

  ●内容／団体臨時列車ツアーのお出迎え、ステージイベント、抽選会 

（２）県外誘客 

   ・ガイドブック「福岡・大分 LOVE Walker」周遊バス冊子等の配布 

   ・博多駅、大阪駅、マツダスタジアムなどでの PR 



・県内観光地を目的とする県外発の団体バスに助成 

▶対象期間：４月１日～６月３０日 

 ▶助成内容：３０名以上の宿泊を伴う旅行商品 

       ２９名以下の宿泊を伴う旅行商品 

       ２５名以上の日帰り旅行 

・旅行会社と連携した商品造成、OTA と連携した周遊プロモーション 

（３）県内でのイベント 

・Oita Hospitality Art2024（特別企画、常設展示） 

・花いっぱい運動 

・大分まちなかアートフェスタ 

 （４）おもてなし宣言団体（登録数：４４２団体 １０３，７４３人） 

 

２－３ 外国人材インターンシップ受入環境整備委託事業 

  宿泊業における海外（ベトナム）の大学からのインターンシップ受入について、県 

内受入希望事業者の募集、事業者へのフォローアップ、インターンシップ生（５名） 

の支援を通じ、県内宿泊業への外国人材確保に向けた体制を目的に、委託事業とし 

て実施した。 

  ①人材を受け入れる宿泊事業者の募集・選定・マッチングに関する業務 

   ●募集期間／令和６年９月２４日～１０月１０日 

   ●募集結果／４事業者より応募あり 

  ②インターンシップ生の受入体制整備 

 

２－４ 民泊問題 

  平成３０年６月に「住宅宿泊事業法（民泊新法）」施行され５年が経過した。民泊 

（住宅宿泊）事業者には届出を義務付け、年間提供日数は１８０日を上限とし、都 

道府県を窓口に申請受付をしている。大分県では、住宅宿泊事業を営む者に対して、 

必要な行政指導を行うなど、業務の適正な運営に向けた取り組みを行っているが、 

施行後、日数に上限のない簡易宿所に変更している事業所も出てきている。 

  【参考】住宅宿泊事業（民泊サービス）を行うものは、都道府県知事への届出が必

要であり、年間提供日数の上限は１８０日（泊）、営業者は衛生確保の措

置、騒音防止の説明会、苦情への対応、宿泊者名簿の作成などが義務付け

られる。 

【住宅宿泊事業の届出状況（令和 7 年 5 月 15 日現在）】 

●都道府県／11,765 軒（内大分県／104 軒）   ●保健所設置市／7,069 軒 

   ●特別区／13,029 軒      合計 31,863 軒（対前年比＋31％） 

 



２－５ おんせん県観光誘致協議会 

（１）社員の制服（夏用）として、おんせん県ポロシャツの管理・販売を行った。 

●お申込から約２週間で納品（送料のみ着払い）。一着３，３００円（税込） 

  ＜カラー＞ターコイズ（青）、ホットピンク、オレンジ、ネイビー、ライム（黄緑） 

       レッド、ディジー（黄色）、グリーン 

  ＜サイズ＞S・M・L・LL・３L 

 

 

３．組合事業 

３－１ アンケート調査の実施 

（１）豊後水道を震源とする被害状況調査（令和６年４月１７日） 

  ●回答数／１４６施設 

（２）台風１０号による被害状況調査（令和６年８月３１日） 

  ●回答数／１４６施設 

（３）日向灘を震源とする被害状況調査（令和７年１月１３日） 

  ●回答数／６２施設 

 

 ３－２ 「温泉文化」のユネスコ無形文化遺産への取り組み 

  日本固有の文化である温泉を次代へとつなげるため、そして、温泉文化の価値を国 

内外に広め「ONSEN」を世界共通語とするため、「温泉文化」のユネスコ無形文 

化遺産登録を目指し、署名活動を行った。 

●大分県署名枚数：２，１２１筆（令和７年５月末現在） 

 

３－３ 技能実習生評価試験の監督者 

 宿泊業では、通算３年間の外国人技能実習が可能（令和２年２月に技能実習２号移 

行対象職種に追加）であるが、実習生の受入後、２回の試験を行う必要がある。 

＜初 級＞実習１年目終了前に実施（合格後、２号へ移行） 

＜専門級＞実習終了前（３年目）に習得技術等の評価 

【令和６年度実績】 

受験月 受験級 人数 

R6.4 月 
初級 ７ 

初級_追試 ４ 

6月 初級 ２ 

7月 初級 １２ 

8月 
初級 ８ 

初級_追試 ２ 



9月 
初級 １ 

初級_追試 １ 

10月 初級 ２ 

R7.1月 初級 ４ 

2月 

初級 ５ 

初級_追試 １ 

専門級 ５ 

3月 初級 ９ 

 合計 ６３ 

【試験監督者数】 

 別府６名・竹田１名・由布院３名・天ヶ瀬１名  計１１名 

 【試験監督者の条件】宿泊施設での勤務年数が延べ１０年以上の方（社員の方でも可） 

注／退職後の方でも勤務年数延べ１０年以上であれば対象となります。 

※一箇所の試験において、３名の試験監督者が必要 

※技能実習評価試験は「実習している施設に出向いて試験監督」を行うため、各 

地域で一人でも多くの試験監督者が必要。 

 

３－４ ＮＨＫ放送受信料について 

 都道府県組合事務局において、放送受信料の収納代行業務を請け負うことで、「事 

業所割引制度（２台目以降半額）」と「放送受信料とりまとめ割引」の適用から、 

最大約６３％の割引が可能となる。さらに、12 ヶ月払いにすると、2 ヶ月払いに比 

べ、基本料金の 7％以上が割引適用となる他、衛星台数１０台以上の契約施設には 

「多数一括割引（2019 年 4 月～）」が適用され、更なる割引が可能となる。 

例年同様、集金代行業務が実施できたことから、各単位組合に対し活動費としての 

配賦を行った。 

 

３－５ 指定業者制度 

財源の確保と組合員の確保を目的に、県組合が推薦する業者別の指定業者制度を導 

入し、６社（最終項参照）と契約をしている。契約期間は１年間（暦年）とし、契 

約業者には県組合員名簿を渡し、営業ツールとして活用してもらっている。 

 

 ３－６ ＪＡＳＲＡＣの啓発事業 

（一社）日本音楽著作権協会と業務協定を行うことにより、団体割引での利用が可

能となる。全旅連とも連携し、組合員へ普及・啓発事業を行なった。 

 

 



３－７ 大分県生活衛生営業指導センターとの連携 

①要望活動 

要望先／自由民主党大分県支部連合会 

日 時／令和６年９月２５日 

  要 望／令和７年度国政・県政予算等に関する要望として、以下の項目を要望し 

      意見交換を行った 

 ②令和７年新年互礼会の開催 

  日 時／令和７年１月２５日 

  来 賓／地元選出の国会議員及び生衛県議連、大分県知事（代理：生活環境部長） 

      日本政策金融公庫 

  参加者／４４名（組合理事長、事務局、表彰受賞者） 

 

３－８ 大分県ホテル・旅館暴力団排除連絡協議会 

  大分県警察本部との連携によって設立した本協議会は解散し、大分県旅館ホテル生

活衛生同業組合の事業として取り組むこととなったことから、大分県警察や暴力追

放大分県民会議等と連携し、暴力団排除への活動や情報提供を行った。 

 

 

４．全旅連関係 

 ４－１ 各種委員会の取り組み 

  ▶第１部会：観光立国推進委員会 ～ 計３回 

   ・観光税に関して、地方自治体において観光に対する財源を確保し、観光のため 

    に効果的に活用されているか慎重に研究し、適切な対策について情報発信する 

  ▶第２部会：情報・新価値創造委員会 ～ 計７回 

   ・組合員向け情報発信アプリ「アプリンク（USEN 公式アプリ）」の試験的導入 

と検証 

・「温泉文化」ユネスコ無形文化遺産登録に向けた情報発信 

・ふるさと納税の導入方法 

  ▶第３部会：金融対策・経営改善委員会 ～ 計５回 

・経営オンラインセミナーの実施 

   「金融機関との付き合い方」（５月３１日 オンライン開催） 

   「宿泊業における金融支援」（１１月６日 オンライン開催） 

▶第４部会：次世代人材育成委員会 ～ 計５回 

   ・外国人材の在留資格の種類と特徴、雇用までの流れ、外国人材雇用の実例を整 

理し、「外国人雇用の手引き 外国人材の受け入れ向けたガイダンス２０２４年 

度版」を作成 



４－２ シルバースター部会 

●シルバースター登録施設 ～ 大分県９軒（全国登録件数 ６１６軒） 

（１）プラスチック資源循環に関する研究 

  SDGs へ取り組みが行われる中、プラスチック削減や日本の材料を活用した 

  アメニティの用意等の取り組み事例を調査研究し、環境へ配慮した宿づくりと 

  その魅力発信についてまとめた「プラスチック削減など環境への配慮の取り組み 

  に関する手引書」を作成。 

（２）販促ツールの作成配布事業 

登録施設を広くＰＲするため、Instagram に写真を投稿（#人に優しい宿・#施設

名）することで、１万円の旅行券が当たる（抽選で１００名）キャンペーンを実

施した。 

（３）集客事業 

ネット予約への取り組み策として「楽天トラベル」内に構築した『人に優しい宿

（平成２１年６月～）』において、部会の取り組みや登録施設専用の検索ページ、

認知度向上、販売機会の増加を図った。 

 

４－３ インターネット事業 

 令和６年３月、全旅連公式 HP を全面リニューアル。全旅連の事業活動の最新情報、 

 協定商社の紹介などを掲載するとともに、補助金情報など組合員の実務に役立つ情 

報を随時発信している。 

 ●全旅連公式 HP  https://www.zenryoren.jp/ 

 

４－４ 全国旅館ホテル事業協同組合（大口・多頻度割引制度） 

  本事業は、許可された協同組合に対し、東日本高速道路株式会社、中日本高速道路

株式会社及び西日本高速道路株式会社が指定する割引対象道路利用した際、「大

口・多頻度割引制度」利用組合員に対し、ＥＴＣコーポレートカードの毎月の利用

総額に応じて割引を行う。 

   注）割引適用には、全国旅館ホテル事業協同組合への加入が必要 

●大分県組合員数 ～ １２社 

●ＥＴＣ事業所数 ～  ４社（カード発行枚数：１１枚） 

 

４－５ 全旅連カード決済サービス（Ｃ→ＲＥＸ）事業 

キャッシュレスが進む中、多様化する支払い手段・増大する手数料負担等の課題に

対し、宿泊施設を対象としたカード決済サービス。全旅連組合員の宿泊施設であれ

ば申込み可能であるが、申し込みから設置までに、２～３ヶ月の期間が必要となる。 

詳細情報は全旅連HP参照： https://www.zenryoren.jp/services/debit/ 

https://www.zenryoren.jp/


【決済手数料率について】 

 対象クレジットカード 加盟店手数料率 

カード決済 

すべての VISA、MasterCard 

（自国通貨建て決済サービスを含む） 
２．５８％ 

三井住友カード／三菱 UFJ ニコス／ユーシーカード／ 

クレディセゾン／日専連／日商連が発行するカード 

銀聯カード ２．９０％ 

電子マネー 

決済 

iD 楽天 Edy nanaco WAON QUICpay+ 

交通系電子マネー（Kitaca／Suica／PASMO／

TOICA／manaca／ICOCA／SUGOCA／nimoca／

はやかけん） 

２．９８％ 

コード決済 

D 払い au Pay ２．９９％ 

PayPay 楽天ペイ メルペイ ゆうちょ Pay 

銀聯 QR 
３．２４％ 

Bank Pay １．５０％ 

Alipay WeChat Pay ２．７０％ 

【サービス利用にかかる費用】 

   ●端末本体に関する初期費用 

    （据置型）30,000 円（税別）／台 （ハンディ型）50,000 円（税別）／台 

●ランニング費用 

 ▶サービス利用料（据置型・ハンディ型ともに） 1,500 円（税別）／月 

     注）「JTB クレジットカード一括加盟店サービス」のご利用額が、端末１台

当たり月額１００万円以上ある場合、当月のサービス料は不要。 

    ▶ロール紙 → 無料（据置型・ハンディ型ともに） 

    ▶故障による修理・交換 → 契約期間内は無料（据置型・ハンディ型ともに） 

●令和６年度“取扱実績” 

 台数：1,533 台  金額 32,241,644 円（R6.4～R7.3） 

●大分県導入設置数 ～ 設置台数：33 台（令和 7 年 3 月末） 

 

４－６ 都道府県組合事務担当者研修会 

都道府県事務担当者の資質の向上と組合員の健全な発展に資することを目的に、都 

道府県組合事務担当者研修会が開催された。 

  ●日時／令和６年１１月１４日～１５日 

  ●場所／ホテルプラザオーサカ 

  ●内容／【１日目】 

・全旅連の活動について 



・情報発信について（都道府県組合専用ページの使い方、アプリンク 

導入 等） 

       ・全旅連青年部、女性経営者の会（JKK）活動報告 

       ・収益事業について（やどりんがる、NHK、ETC 事業） 

       ・特定技能人材プラットフォーム 

       ・ふるさと納税 

       ・宿泊業技能試験センター 

       ・災害時情報システムの連携について 

      【２日目】 

       ・全国旅館政治連盟について 

       ・シルバースター部会活動報告、人に優しい地域の宿づくり賞 

       ・セミナー「外国人観光客への接遇について」 

         講師：小宮山 國治 ダニエル  氏 

 

４－７ 全旅連九州ブロック会 

  全旅連本部と各ブロックが連携し、業界の諸問題解決に向けた意見交換を開催した。

メンバーは、各県理事長・専務理事・青年部長・事務局長で構成されている。 

  ●九州ブロック会長  田中 隆一郎 氏（全旅連副会長・佐賀県組合理事長） 

【 第１回目 】 

   日  付／令和７年１月２３日（木） 

 場  所／福岡県「冷泉閣ホテル川端」 

   参加者数／６名 

   議  事 

    ・協定商社新規入会について 

・次期全旅連会長候補並びに信任投票について 

    ・第１０３回全旅連全国大会 in 東京について 

【 第２回目 】 

    日  付／令和７年３月１１日（火） 

  場  所／福岡県「JR 博多シティ会議室」 

    参加者数／２７名 

    議  事 

     ・南海トラフ・台湾有事について 

     ・カスハラについて 

     ・ノロウイルスについて 

     ・全旅連九州・沖縄ブロック会 規約・規約内規（案）について 

     ・（報告）食べ残し持ち帰り促進ガイドライン 



     ・（報告）災害時連携システム登録について組合員への周知のお願い 

     ・（報告）旅館業振興指針の改正について 

 

４－８ 表彰推薦 

役員・組合員等において、特に功績の認められたものを各種表彰に推薦する。 

 ・受勲、褒章 

・厚生労働大臣表彰 

・大分県知事表彰 

・全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰 

・全国生活衛生同業組合中央会理事長感謝状表彰 

・全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 会長表彰 

・大分県生活衛生同業組合連絡協議会 会長表彰  等 

 

４－９ 全旅連 損害保険制度 

【基本保険】 

旅館賠償責任保険 

旅館ホテル営業に関する「施設事故」「生産物事故」「受託物事故」により、被保

険者である宿泊施設が法律上の賠償責任を負担することによって被る損害を補

償する保険。 

宿泊客個人賠償責任保険 

お客様様の過失によって、設備・備品・什器・売店の商品が破損した場合や、他

のお客様等がケガをするなどして、そのお客様が法律上の賠償責任を負った場合

に補償する保険。 

【補完保険】 

▶災害費用保険（ノロウイルスおよび特定感染症発生時施設消毒費用担保特約・ 

トコジラミ駆除費用特約はオプション対応）」 

▶食中毒・特定感染症休業補償保険 

▶利益補償保険 

▶駐車場保険 

▶ケータリング保険 

 ▶特約付動産総合保険 

 ▶マネーフレンド運送保険 

保険料については、団体割引を適用しているため、一般加入に比較して割安な保険 

料となっており、途中加入の場合であっても月額計算のためお得であることから、 

随時、申し込みを受け付けている。 

  ※毎年１２月が契約更改となり、年間保険料については組合事務局からご案内 



【 会議開催 】 

 

１．全旅連開催 

①令和６年度理事会（理事長出席） 

第１回  令和６年６月１８日  北海道「定山渓温泉ホテル万世閣ミリオーネ」 

   第２回  令和７年２月１３日  東京都千代田区「都道府県会館」 

 

②令和６年度通常総会 

   令和６年６月１８日  北海道「定山渓温泉ホテル万世閣ミリオーネ」 

 

③第１０２回全旅連全国大会 

   令和６年６月１９日  北海道札幌市「札幌パークホテル」 

   ※大分県出席者／１５名 

 

④正副会長会議 ～ 全３回開催 

 

⑤委員会の開催 

【第１部会】観光立国推進委員会 ～ 全３回 

【第２部会】情報・新価値創造委員会 ～ 全７回（委員：木村 大成 氏） 

【第３部会】金融対策・経営改善委員会 ～ 全５回 

【第４部会】次世代人材育成委員会 ～ 全５回 

   【第５部会】シルバースター部会（総代会、常任委員会、厚生・バリアフリー促進 

委員会） ～ 全７回（常任委員：小出 英治 氏） 

   

  ⑥都道府県組合事務担当者研修会 ～ 全１回開催 

日時／令和６年１１月１４日～１５日 

   場所／ホテルプラザオーサカ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．大分県開催会議（要請等）

月　日 行事・会議名称 場　　所

4月17日 全国旅館政治連盟　全国の集い 海海クラブ２階ホール

4月25日
２０２４年度　第６９回　JTB旅ホ連大分支部　通常総会　並び
２０２４年度　第　８回　JTB観ネット大分地区会　通常総会　合同懇親会

ホテル白菊

5月 8日 令和６年度　各生活衛生同業組合事務局代表会議 大分センチュリーホテル

5月 9日 ツーリズムおおいた　令和６年度　第１回事業企画委員会 オンライン会議

5月 9日 令和６年度全国高等学校総合体育大会大分県実行委員会第２回総会 レンブラントホテル大分

5月14日 2024年度JTB協定旅館ホテル連盟 九州支部連合会　懇親会 ホテル日航大分　オアシスタワー

5月17日 令和６年度　宿泊人材確保支援業務企画提案競技審査 大分県庁

5月17日 令和6年度　第1回正副理事長会議 県旅連事務局・オンライン

5月22日 令和６年度　大分県生活衛生同業組合連絡協議会　第１回理事会 大分センチュリーホテル

6月13日 大分県地域資源活用型観光サービス開発支援事業審査会 大分県庁

6月18日 令和６年度　全旅連理事会・通常総会 定山渓万世閣ホテルミリオーネ

6月19日 第102回全旅連全国大会in北海道 札幌パークホテル

6月25日 令和６年度公益社団法人ツーリズムおおいた通常総会 ホテル日航大分オアシスタワー

6月26日 大分市ホテル旅館事業協同組合　講演会・懇親会 アートホテル大分

6月28日 大分県旅館ホテル生活衛生同業組合　令和６年度第１回理事会 ホテル白菊

6月28日 大分県旅館ホテル生活衛生同業組合　令和６年度通常総会 ホテル白菊

8月22日 自由民主党大分県第一選挙区団体会議 大分センチュリーホテル

9月24日 大分県地域資源活用型観光サービス開発支援事業費補助金2次公募に係わる審査会 大分県庁

9月25日 ツーリズムおおいた　令和６年度　第2回事業企画委員会 大分労働福祉会館

10月4日 令和６年度　第１回大分県サイクルツーリズム推進委員会 大分県庁

10月6日 令和６年度　生衛業デジタル化推進・支援体制開発事業　第２回実店舗研修 ホテルなぎさ

10月25日 ツーリズムおおいた　第２回　理事会 大分県労働福祉会館ソレイユ

11月10日 第４３回全国豊かな海づくり大会～おんせん県おおいた大会～ iichiko総合文化センター

11月11日 令和６年度　生活衛生営業経営特別相談員研修 アイネス

11月12日 令和６年度　生衛業デジタル化推進・支援体制開発事業　第３回実店舗研修 ホテルなぎさ

11月13日 大分市ホテル旅館事業協同組合　豊後高田市日帰りバスツアー 昭和の街

11月14日 令和６年度　都道府県組合事務担当者研修会（～１５日） ホテルプラザオーサカ

11月19日
令和６年度　大分県地域資源活用型観光サービス開発支援事業費補助金３
次公募に係わる審査会

大分県庁

11月28日 令和６年度　大分県教育旅行誘致協議会　実務担当者会議 オンライン会議

12月 7日 大分県生活衛生同業組合連絡協議会　令和５年度第２回理事会及び懇親会 大分センチュリーホテル

12月13日 ツーリズムおおいた　令和６年度　第3回事業企画委員会 オンライン会議

12月13日 第1回大分県観光の更なる発展に向けた有識者会議 大分県庁

1月23日 令和6年度　第1回全旅連九州ブロック会 冷泉閣ホテル川端

1月27日 大分県生活衛生同業組合連絡協議会会長表彰式及び令和7年新年互礼会 大分センチュリーホテル

1月30日 令和６年度　大分県旅館ホテル生活衛生同業組合第２回理事会 ホテル白菊

2月 4日 全旅連　令和６年度第２回理事会 都道府県会館

2月 5日 第３回宿観光旅博覧会（宿フェス） 東京ビッグサイト

2月13日 生衛業デジタル化講習会・個別相談会 ホルトホール大分

2月20日 豊かな海づくり大会大分県実行委員会　第７回幹事会 大分県水産会館

2月26日 衛生水準の確保・向上第２回推進会議 大分センチュリーホテル

2月26日 令和６年度　第３回大分県サイクルツーリズム推進委員会 大分県庁

3月11日 令和6年度　第2回全旅連九州ブロック会 JR博多シティ会議室

3月12日 令和６年度　生活衛生改善貸付推推薦団体連絡協議会 大分センチュリーホテル

3月13日 令和６年度　後継者育成支援協議会 大分センチュリーホテル

3月13日 大分市ホテル旅館事業協同組合　懇親会 海鮮問屋



【 表彰関係 】 

 

 

＜令和６年度＞ 

 

１．厚生労働省医薬・生活衛生局長表彰（令和６年６月１９日） 

 

     ●甲 斐 文 徳 「 名水の宿宝珠屋 」     九重支部 

 

 

   ２．全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰（令和６年１０月２５日） 

 

●三 浦 義 則 「 HOTEL新開荘 」     大分支部 

 

 

   ３．全国生活衛生同業組合中央会理事長感謝状（令和６年６月１９日） 

 

     ●大 澤   傳 「 お宿シーサイド大沢 」   国東半島宿支部 

 

 

４．全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 会長表彰（令和６年６月１９日） 

 

●菅  優 一 郎 「 御宿泉水 」        九重支部 

 

●岩 瀬 智 昭 「 岡本屋旅館 」       明礬支部 

 

 

５．大分県生活衛生同業組合連絡協議会 会長表彰（令和７年１月２７日） 

 

●髙 野 英 子 「 国東温泉 海喜荘 」     国東支部 

 

●木 村 大 成 「 悠彩の宿望海 」      別府支部 

 

 

 

 



【収入の部】

科目 予算額 決算額 差　　異 摘要

１．組合員費等収入 4,380,000 4,359,000 ▲21,000

①年組合員費 4,370,000 4,353,000 ▲17,000 ●今年度組合数（２８組合）

（未納分） ●６０００円（未納組合員数：１支部）

②加入金 10,000 6,000 ▲4,000 ●加入金　＠１,０００×　６軒

２．事業部収入 4,760,000 5,085,048 325,048

①音楽著作権手数料 210,000 209,494 506 ●音楽著作権手数料

②融資協賛金 50,000 0 ▲50,000 ●融資協賛金

●決定額の3/1000（上限10万）

③ＮＨＫ手数料 4,500,000 4,875,554 375,554 ●ＮＨＫ集金代行手数料

３．雑収入 1,638,700 1,482,631 ▲156,069 ●指定業者協賛金

●株配当金　等

●ポロシャツ事務手数料

●総会・理事会・懇親会費

当期収入合計 10,778,700 10,926,679 147,979

前期繰越収支差額 1,921,300 1,921,300

収　入　合　計　（Ａ） 12,700,000 12,847,979 147,979

令和６年度収支決算報告

自　令和６年　４月　１日
至　令和７年　３月３１日

▲対予算減（単位：円）



【支出の部】 ▲対予算減（単位：円）

科目 予算額 決算額 差　　異 摘要

１．一般事業費 5,450,000 4,432,718 ▲1,017,282

①事業活動費 4,000,000 2,831,684 ▲1,168,316 外部要請（全旅連全国大会登録料）・

各支部組合活動費（各支部送金）

②広報活動費 50,000 49,500 ▲500 観光経済新聞等　名刺広告代

③青年部活動費 500,000 500,000 0 青年部活動補助金

④会議費 900,000 1,051,534 151,534 理事会・総会・新年会会議　等

２．負担金 2,300,000 2,272,881 ▲27,119

①会費等負担金 1,400,000 1,382,387 ▲17,613 全旅連賦課金　他

②交際費負担金 850,000 859,000 9,000 旅政連負担金

③慶弔費 50,000 31,494 ▲18,506

３．管理費 4,350,000 4,229,138 ▲120,862

①事務費負担金 3,800,000 3,800,000 0 人件費・事務費

②旅費交通費 200,000 148,220 ▲51,780 役職員会議出席・全国大会旅費等

③通信運搬費 150,000 110,748 ▲39,252 郵送料　等

④印刷製本費 200,000 170,170 ▲29,830 会議資料・封筒印刷費

４．諸費 257,400 228,368 ▲29,032

①資本金引当 5,000 3,000 ▲2,000 加入金積立金

②公租公課 92,400 92,400

③手数料費 10,000 11,220 1,220 銀行手数料他

④雑費 150,000 121,748 ▲28,252 登記諸費、会計事務所決算料

５．予備費 342,600 50,000 ▲292,600 台湾義援金

当期支出合計（Ｂ） 12,700,000 11,213,105 ▲1,486,895

次期繰越収支差額 0 1,634,874 （Ａ－Ｂ）

今期支出合計 12,700,000 12,847,979 147,979



令和7年3月31日

Ⅰ　資産の部 摘　　　要 金　　額

当座預金（大分銀行別府北浜支店） 銀行残高 1,634,874円

普通預金（大分銀行別府北浜支店） 銀行残高 240,841円

普通預金（大分銀行別府北浜支店） 銀行残高 1,301,230円

定期預金（大分銀行別府北浜支店） 令和6年度決算額　　　　　　 723,384円

利息額 12円

令和6年度繰入額 3,000円

　　　　（資　　　本　　　金） 銀行残高証明（R7.3.31現在）　　 726,396円 726,396円

未収入金 組合費未収入金　備忘価額 1円

大分県委託業務 3,778,500円

令和6年度　組合員費未収金 6,000円

3,784,501円

立替金 支払立替 55,950円 55,950円

出資金

全旅連 出資　１口　金額　10,000円　　　　 152口 1,520,000円

商工中金 出資　１口　金額　   100円　  10,000口 1,000,000円

大分みらい信用金庫 出資　１口　金額 　　 50円 200口 10,000円

有価証券

全旅連事業サービス株式会社 株式　１株　金額  50,000円 2株 100,000円

全旅連旅館会館株式

総持株数　 8,399株　4,199,500円

　県旅連　 7,684株　3,842,000円 株式　１株　金額 　　500円　　7,684株 3,842,000円

　支　部　 715株　  357,500円

合　　　計 14,215,792円

Ⅱ　負債の部 摘　　　要 金　　額

預かり金 全旅連配当金組合員分等 240,841円

未払費用 （一社）ASEAN経済友好協会　ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ管理費 2,910,450円

未払消費税 消費税及び地方消費税 4,300円

仮受金 国東市旅館組合　誤入金 9,000円

合　　　計 3,164,591円

Ⅲ　正味財産 11,051,201円

財産目録

(端数切捨て）



自　令和６年　１月　１日
至　令和６年１２月３１日

（収入の部）

科　目 収入金額 摘　要

前年度からの繰越金 227,195

本年度の収入額 16 預金利息

収入合計 227,211

（支出の部）

科　目 支出金額 摘　要

政治活動費組織活動費 12,000

旅費交通費 9,840

通信費 0

支出合計 21,840 （Ａ）

次期繰越金額 205,371 （Ｂ）

支出総合計 227,211 （Ａ）＋（Ｂ）

全国旅館政治連盟大分県支部
令和６年度　収支決算報告





 

 

 

令和 6 年度 大分県旅館ホテル組合青年部 事業活動報告 

 

 

令和 6 年 

月 日 活 動 内 容 場 所 

4 月 17 日 第 56 回全旅連青年部定時総会 東京都 

4 月 18 日 陳情活動 東京都 

5 月 24 日 大分県旅館ホテル組合青年部 監査会 大分県 

5 月 29 日 令和 6 年度大分県旅館ホテル組合青年部 通常総会 大分県 

6 月 13 日 令和 6 年度九州・沖縄ブロック通常総会 宮崎県 

6 月 28 日 令和 6 年度大分県旅館ホテル生活衛生同業組合総会 大分県 

7 月 6 日 岩屋毅氏観光議員連盟会長就任祝賀会 大分県 

7 月 18 日 令和 6 年度第 1 回大分県旅館ホテル組合青年部会議 大分県 

8 月 20 日 全旅連青年部九州・沖縄ブロック暑気払い会 長崎県 

8 月 28 日 自民党大分県連青年局の集い 大分県 

9 月 19 日 全旅連青年部臨時総会 東京都 

10 月 28 日 令和 6 年度第 2 回大分県旅館ホテル組合青年部会議 大分県 

10 月 24 日 九州・沖縄観光宿泊外食産業展 2024 福岡県 

10 月 30 日 自民党大分県連青年局との意見交換会 大分県 

12 月 10 日 全旅連青年部第 27 回全国大会 in 宮崎 宮崎県 

令和 7 年 

1 月 15 日 九州・沖縄ブロック大会 in 沖縄 沖縄県 

1 月 16 日 令和 6 年度全旅連青年部第 2 回臨時総会 〃 

2 月 5・6 日 宿フェス 2025 東京都 

 



収入の部 単位：円

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 摘　　要

前期繰越金 819,849 819,849 0

１．会費収入 1,448,000 823,000 △ 625,000

（１）支部会費 248,000 248,000 0 別府支部　96,000円（8,000×12名）

九重支部　88,000円（8,000×11名）

由布院支部　32,000円（8,000×4名）

日田　　　　8,000円（8,000×1名）

賛助会費　　24,000円（8,000×3名）

（２）県総会・会議費 1,200,000 575,000 △ 625,000 総会登録費

２．その他・収入 500,151 800,151 300,000

（１）補助金 500,000 500,000 0 大分県旅館ホテル生活衛生同業組合補助金

（２）雑収入 151 300,151 300,000 九州・沖縄ブロック補助費、協力金（合計30万）

利息

当期収入金額 2,768,000 2,443,000 △ 325,000

支出の部

科　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 摘　　要

１．一般事業費 2,680,000 1,749,646 630,354

（１）会費等負担金 680,000 471,000 209,000 全旅連青年部年会費、九州・沖縄ブロック年会費

全国大会登録費、事務負担金等

（２）会議費 1,200,000 626,123 573,877 総会、青年部会議費等

（３）事業活動費 500,000 652,523 △ 152,523 全国大会経費、宿フェス事業経費

自民党大分青年局との意見交換会等

（４）旅費交通費 300,000 0

２．諸費 65,000 44,110 △ 20,890

（１）通信費 20,000 7,260 12,740 郵送費等

（２）渉外費 30,000 33,000 △ 3,000 弔花代

（３）雑費 15,000 3,850 11,150 振込手数料等

３．予備費 23,000 0 23,000

（１）予備費 23,000 0 23,000

当期支出合計 2,768,000 1,793,756 974,244

次期繰越収支差額 0 649,244 649,244

総支出合計 2,768,000 2,443,000 325,000

令和6年度　大分県旅館ホテル生活衛生同業組合青年部収支決算書



（第２号議案） 

 

役員改選（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【　規約より　】　　第二章　役員の選挙（又は）選任 

（役員選挙又は選任）

第二条　定款第三十三条第二項の理事の選挙（又は選任）については、次によるのもとする。

　一　理事の選挙は、各組合支部の選出した理事推薦者を総会の議決により選任する。

　二　各組合支部の推薦する理事候補者は次に掲げる算出方法によるものとする。

　　イ　組合員数に係わらず各組合支部の長は、理事候補者とする。

　　ロ　組合員十九名までの支部は一名を加算する。

　　ハ　組合員二十人をこえる組合支部は、二十人につき一人の割で加算し、最終の端数が

　　　　十人をこえるときには更に一人を加算する。ただし、理事長、副理事長、専務理事及び

　　　　監事は本号の算出方法から除くものとする。

令和7年度理事選任数 ÷２０

№ 組合名 軒　数 理事数 組合長 ～19 20～ 割当数

1 別府市 69 3.45 1 1 3 5

2 明礬 7 0.35 1 1 2

3 かんなわ温泉 38 1.9 1 1 2 4

4 大分市 30 1.5 1 1 2 4

5 大分東部 2 0.1 1 1 2

6 塚野 1 0.05 1 1

7 臼杵 1 0.05 1 1

8 津久見 1 0.05 1 1

9 佐伯 4 0.2 1 1 2

10 野津 1 0.05 1 1

11 豊後大野 7 0.35 1 1 2

12 竹田 5 0.25 1 1 2

13 久住高原 4 0.2 1 1 2

14 長湯 14 0.7 1 1 2

15 由布院 87 4.35 1 1 4 6

16 塚原高原 5 0.25 1 1 2

17 湯の平 18 0.9 1 1 2

18 九重 28 1.4 1 1 1 3

19 玖珠郡 13 0.65 1 1 2

20 天ヶ瀬 13 0.65 1 1 2

21 日田 12 0.6 1 1 2

22 中津 7 0.35 1 1 2

23 宇佐市 5 0.25 1 1 2

24 豊後高田 3 0.15 1 1 2

25 姫島 5 0.25 1 1 2

26 国東市 7 0.35 1 1 2

27 国東半島宿 1 0.05 1 1

28 杵築 4 0.2 1 1 2

合計件数 392 　 28 23 12 63

令和７年度理事選任数



（第３号議案） 

 

令和７年度事業計画概要（案） 

 

１．大分県・ツーリズムおおいたとの連携事業 

 １－１ 第５期ツーリズム戦略 

  「日本一のおんせん県おおいた♨味力も満載」のキャッチフレーズのもと、２項 

目を推進指針とする。 

Ⅰ 住んでよし、訪れてよしの経済・環境・社会における持続可能な観光地づくり 

  Ⅱ データマーケティングに基づく施策の展開 

  【３年度の目指すべきすがた】 

   ・地域に誇りと愛着を持つことで、地域への観光による交流・経済メリットを理 

解し、快く旅行者を受け入れている         ＜地域住民の視点＞ 

   ・観光消費額の増加により、安定的な収益と雇用を確保し、観光産業が県経済を 

    牽引する存在となっている          ＜観光関連事業者の視点＞ 

   ・おおいたならではの多様な魅力を堪能するため、繰り返し訪れるとともに、そ 

の魅力を将来に引き継ぐための責任感を持ち、旅行を楽しんでいる 

＜旅行者の視点＞ 

   ・多様な地域資源が尊重されるとともに、現在から将来に引き継ぐため、地域と 

    旅行者がともに適正な利用を図っている       ＜地域資源の状態＞ 

  【数値目標】（令和９年） 

   観光消費額／2,982億円  住民満足度／80.0％  再来訪意向率／90.0％ 

   県内宿泊客数／8,515千人（うち外国人宿泊客数 1,484千人） 

 

 １－２ 観光関係事業者との意見交換会 

  今年度からの３年間、観光地域づくりに向けた基盤を構築・強化する期間と位置づ 

け、ツーリズム戦略の内容（地域との連携強化、宿泊税等の観光振興財源、データ 

マーケティング等）を県内の観光に携わる方々に向けて、エリア別での意見交換会 

を実施。 

   ４月／別府・日田・由布・九重  ５月／大分・佐伯・宇佐・竹田 

 

 １－３ 大分県観光振興財源検討会議 

  県全体の観光振興にかかる施策を将来にわたり安定的に実施するための財源のあ 

り方について検討するための有識者会議の設置。 

・構成メンバー「県内企業関係者、市町村関係者、学識経験者」等 

・年度内に計５回の会議開催予定 



 １－４ 民泊問題 

事業者には届出を義務付け、年間提供日数は 180日を上限とし、都道府県を窓口に

申請を受け付けている。大分県では、住宅宿泊事業を営む者に対して、必要な行政

指導や業務の適正な運営に向けた取り組みを行っていることから、宿泊事業の適正

な運営の確保を図る。 

  ＜参考＞大分県届出住宅数 104軒（令和 7年 5月 15日時点） 

 

１－５ おんせん県観光誘致協議会 

  ・おんせん県ポロシャツの販売 

※組合員施設の社員の制服（夏用）として活用。 

お申込みから約２週間で納品（送料のみ着払い）。 

   ※価格／＠３，３００円（税込・送料別） 

 

 

２．大分県事業 

２－１ 業界諸問題に向けた事業 

 ・特定技能制度やインターンシップを活用した外国人就労受入への検討 

 ・技能実習試験における試験監督者との調整・連絡及び新規監督者の募集強化 

 ・業務の合理化と効率化（事務局を含むデジタル化へのシフト） 

 

２－２ 他団体とのコミュニケーション強化 

  ・大分県商工観光労働部、（公社）ツーリズムおおいたとの意見交換会の開催 

 ・地域づくりに対する各種団体との意見交換会の開催または協力 

  ・広域観光を視野に入れた各支部との調整と連携 

 

２－３ 技能実習試験による試験監督者の募集 

 ・試験監督者の選出条件：宿泊施設での勤続年数が延べ１０年以上の方（社員でも 

可）。 

＜参考＞試験監督者（別府７名・竹田１名・由布院２名・天ヶ瀬１名） 

 

２－４ ＮＨＫ放送受信料について 

各都道府県組合事務局が放送受信料のとりまとめを行うことにより、「事業所割引 

制度（２台目以降半額）」と「とりまとめ割引」の適用により、最大約６３％の割 

引（１２ヶ月払いにすると２ヶ月払いに比べ、基本料金の７％以上が割引）となる。 

さらに、衛星契約１０台以上の施設には「多数一括割引」も適用となる。 

手数料収入により、各支部組合に対し活動費としての助成を図る。 



●受信料契約までの流れ 

   ①ＮＨＫ大分放送局担当者が各施設へ訪問し、受信料金額の詳細などを説明。 

「事業所割引」「放送受信料とりまとめ割引」の申込後、組合事務局が集金 

業務を代行する。 

   ②組合事務局から以下の資料を送付し、受信料の徴収がスタート。 

    １．請求書（初回のみ銀行からの振込み） 

    ２．預金口座振替依頼書（２回目以降より、引き落としとする手続き） 

注）ＮＨＫとの間で契約をしていた際の受信料は、返金処理 

③未加入施設への加入促進（継続事業） 

 

２－５ 大分県生活衛生同業組合連絡協議会との連携 

  ・大分県生活環境部長等との意見交換 

  ・自由民主党大分県支部連合会への要望活動 

 

２－６ 第２９回『人に優しい地域の宿づくり賞』事業の実施 

  ・地域の旅館（個人参加可）や旅館組合が参加又は主催する活動で、高齢者をはじ

め、全ての人々にやさしい配慮がされており、地元の団体やボランティアグルー

プ等が、協力して行うことにより「厚生労働大臣賞」等を贈る表彰事業への申請。 

   （各支部組合にて申請希望の場合は、県旅連事務局に問い合わせ下さい） 

 

２－７ 県青年部との連携 

  ・大分県 ～ 活動支援のために補助金を交付 

 

２－８ 指定業者制度 

  ・組合員の確保と各施設のコスト削減に向けた取組み 

  ・指定業者企業の普及と促進  ※指定業者数／６社（最終頁参照） 

 

２－９ その他各種事業 

 （１）ＪＡＳＲＡＣの啓発事業 

   （一社）日本音楽著作権協会との業務提携により、団体割引での利用が可能とな

ることから、組合員への普及・啓発。 

 （２）全旅連カード決済サービス（Ｃ→ＲＥＸ）事業 

   経費削減と多様化するカード決済への対応による普及・啓発 

 （３）融資関係 

必要に応じて資金需要を充足する公庫融資制度の活用 

（４）表彰関係 



   組織活動に功労のあった者に対し、その功績を顕彰する。 

●受勲、褒章 

●厚生労働大臣表彰 

●大分県知事表彰 

●全国生活衛生同業組合中央会理事長表彰 

●全国生活衛生同業組合中央会理事長感謝状表彰 

●全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会 会長表彰 

●大分県生活衛生同業組合連絡協議会 会長表彰  等 

 

 

３．全旅連及び九州ブロックとの連携・強化 

３－１ 全旅連組織の強化 

（１）組合財政の確立と組織の整備拡充 

  ・旅館業法営業許可施設の組合加入促進 

  ・政府が実施する各種委託・補助事業への積極的な申請や協力 

（２）ブロック活動の推進と組織活動の緊密化 

 （３）青年部組織との連携による組織の活性化 

 （４）経営環境が厳しい組合員施設の金融対策を始めとする事業存続支援 

 （５）HPの更新や SNSを用いた活動・情報配信、組合員データ収集などのデジタ 

ル整備 

 （６）災害に備えた、全旅連本部でのデータベースの構築 

 （７）ふるさと納税の促進による、地域経済の活性化 

 （８）『宿観光旅博覧会（宿フェス）活動』、『宿の日』、『“宿”サステナブルアクショ 

ン』等を通じた全旅連活動の発信力の強化及び広報物等 

 

 ３－２ 調査、研究、情報活動の展開 

（１）宿泊観光産業全般に関する情報収集と発信 

 （２）各種セミナーの開催や啓発活動（青年部、JKKと連携しオンラインセミナーの 

    活用含め業界団体としての資質向上、地位向上に努める） 

 （３）国が進める生産性向上施策事業についての調査研究 

 （４）実態を踏まえた労働・雇用問題、『育成就労制度』の研究と対応 

 （５）一般社団法人宿泊業技能試験センターとの連携と協調、特定技能、技能実習制度 

等による外国人材受け入れの環境整備及び観光庁推奨宿泊分野特定技能マッチ 

ングプラットフォームの積極的推進 

 （６）新しい形態の旅行への対応と研究 

 （７）不安定な世界情勢による国内旅行需要喚起施策の研究 



（８）風営法等の旅館業に関わる各種法規制の見直しと研究 

 （９）ＳＤＧs（持続可能な開発目標）に向けた対応 

 （10）旅館文化の定義・言語化の研究 

 （11）台風におけるキャンセルの取り扱いなど、全国的に業界が同対応をとるべき事 

案についての研究と広報 

 （12）デジタルデータフォーマットに標準化等による DX化の推進及び調査研究 

 （13）全国で多発する「キャンセル料問題」に対する調査・研究 

 

３－３ 過当競争対策 

（１）住宅宿泊事業法と旅館業にかかる法規制のイコールフィッティングの検証 

（２）住宅宿泊事業法施行後の組合員施設への対応 

（３）違法民泊事業者の徹底した排除 

 

 ３－４ 税制改正要望の実現 

 （１）令和 9年度の固定資産税の評価替え時に、抜本的な見直しを求める 

 

３－５ 政策的課題への対応 

（１）ＮＨＫ受信料の値下げ 

（２）オンライントラベルエージェント（ＯＴＡ）との協議会の開催 

（３）著作権使用料規程の見直し 

（４）ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理の普及 

（５）人手不足に対応するための調査研究 

（６）観光立国の推進に向けた外国人客の受入環境の整備 

（７）経営革新（事業承継・事業再生・事業統合）支援体制の整備 

（８）入湯税の使途についての調査研究 

（９）宿泊税についての調査研究 

（10）ＰＦＩについての調査研究 

（11）国民スポーツ大会等についての調査研究 

 

３－６ 融資制度の改善 

（１）日本政策金融公庫の融資制度の調査研究 

（２）レジャーホテル等を含むすべての組合員への融資の実現 

 （３）観光立国推進のためのインバウンド対応に関する融資制度の調査研究 

 

３－７ 環境問題への対応 

（１）水質汚濁防止法のほう素、ふっ素暫定排水基準に関する取り組み 



（２）ＥＶ車充電設備の普及促進など、低炭素社会への取り組みと研究 

（３）硫化水素ガス対策による温泉の安全性への対応 

 

 ３－８ 防災安全と風評被害対策への取組み 

 （１）防火管理体制確立の促進と自治体との災害協定に基づく連携強化 

 （２）旅館賠償責任保険の１００％加入促進 

 （３）自然災害等に迅速に対応できる体制づくり 

 

３－９ 事業活動の活性化 

 （１）全旅連協定商社制度の充実と活動の促進 

 （２）全旅連カード決済サービス事業の加入促進に伴う、キャッシュレス化への対応 

 （３）全国旅館ホテル事業協同組合活動の検討 

    ・ＥＴＣコーポレートカード（大口・多頻度割引制度）の利用の検討 

    ・事業運営方法の検討 

 （４）固定費見直しの研究 

 （５）他団体等との包括連携の締結 

  

３－１０ その他 

 （１）シルバースター登録制度の拡充とシルバースター部会活動の推進及び令和の新 

時代に即したシルバースター部会への発展の為の調査・研究 

 （２）全旅連青年部活動の支援・連携 

 （３）女性活躍社会の推進及び全旅連女性経営者の会（ＪＫＫ）活動の支援・連携 

 （４）全国旅館政治連盟活動の推進 

 （５）自民党観議連、生活衛生議連、都道府県観議連との連携強化 

    ・宿泊観光産業に関する意見交換会の実施 

    ・国及び地方での選挙協力 

    ・都道府県観議連への 47都道府県議会議員の参加体制の構築支援 

 （６）各都道府県組合専従役・職員研修会の開催 

 （７）旅館会館ビル建て替えに向けた研究及び部会における全旅連理事会への提言の 

作成 

（８）諸官庁並びに関係諸団体との連絡協調（温泉文化のユネスコ登録推進、大阪・ 

関西万博を契機とした観光推等） 

 （９）顕彰関係 

    ・叙位・勲章、褒章、表彰等の候補者の推薦 

    ・連合会並びに都道府県組合役職員の表彰 

 （10）『温泉文化』のユネスコ無形文化遺産登録に向けた取り組み 



全旅連

No. 組合名 ～249室 250室～ ～249室 250室～ ～10室 ～30室 ～249室 250室～ 賦課金

54,000 144,000 18,000 60,000 6,000 8,000 10,000 60,000 @2,671×軒数

1 別 府 市 7 1 8 14 12 25 2 69 1,194,000 184,299

2 明 礬 2 5 7 66,000 18,697

3 かんなわ 1 3 19 13 2 38 346,000 101,498

4 大 分 市 3 27 30 294,000 80,130

5 大分東部 1 1 2 16,000 5,342

6 塚野温泉 1 1 6,000 2,671

7 臼 杵 1 1 18,000 2,671

8 津 久 見 1 1 8,000 2,671

9 佐 伯 市 1 1 2 4 46,000 10,684

10 野 津 1 1 6,000 2,671

11 豊後大野 5 1 1 7 48,000 18,697

12 竹 田 3 2 5 70,000 13,355

13 久住高原 1 3 4 38,000 10,684

14 長湯温泉 1 9 4 14 104,000 37,394

15 由布院温泉 1 22 45 19 2 89 892,000 237,719

16 塚原高原 5 5 30,000 13,355

17 湯の平温泉 2 15 1 18 134,000 48,078

18 九 重 1 3 14 9 1 28 220,000 74,788

19 玖 珠 郡 3 7 3 13 104,000 34,723

20 天ヶ瀬温泉 2 2 5 2 11 190,000 29,381

21 日 田 3 3 1 5 12 238,000 32,052

22 中 津 1 2 4 7 62,000 18,697

23 宇 佐 市 4 1 5 34,000 13,355

24 豊後高田 2 1 3 22,000 8,013

25 姫 島 5 5 30,000 13,355

26 国 東 市 2 3 2 7 56,000 18,697

27 国東半島宿 1 1 6,000 2,671

28 杵 築 1 3 4 36,000 10,684

合計件数 15 1 48 0 161 82 83 2 392 4,314,000 1,047,032

合計金額 810,000 144,000 864,000 0 966,000 656,000 830,000 120,000

令和７年度　県下組合員状況

政府登録 日　旅　協 一　　般 合　　計

軒　数 組合費



【収入の部】

科目 今年度予算額 前年度決算額 差　　異 摘要

１．組合員費等収入 4,324,000 4,359,000 ▲35,000

①年組合員費 4,314,000 4,353,000 ▲39,000 ●今年度組合数（２８組合）

（前年度未納分）

②加入金 10,000 6,000 4,000 ●加入金　＠１,０００×　１０軒

２．事業部収入 4,720,000 5,085,048 ▲365,048

①音楽著作権手数料 170,000 209,494 ▲39,494 ●音楽著作権手数料

②融資協賛金 50,000 0 50,000 ●融資協賛金

●決定額の3/1000（上限10万）

③ＮＨＫ手数料 4,500,000 4,875,554 ▲375,554 ●ＮＨＫ集金代行手数料

３．雑収入 1,421,126 1,482,631 ▲61,505 ●指定業者協賛金

●その他手数料

●株配当金

当期収入合計 10,465,126 10,926,679 ▲461,553

前期繰越収支差額 1,634,874 1,921,300 ▲286,426

収　入　合　計　（Ａ） 12,100,000 12,847,979 ▲747,979

令和７年度収支計画　（案）

自　令和７年　４月　１日
至　令和８年　３月３１日

▲は対前年度予算減（単位：円）



【支出の部】

科目 今年度予算額 前年度決算額 差　　異 摘要

１．一般事業費 4,550,000 4,432,718 117,282

①事業活動費 3,000,000 2,831,684 168,316 外部要請（全国大会登録料他）・

各支部組合活動費・HP管理料　等

②広報活動費 50,000 49,500 500 観光経済新聞等　名刺広告代

③青年部活動費 500,000 500,000 0 青年部活動補助金

④会議費 1,000,000 1,051,534 ▲51,534 理事会・総会・緒会議

２．負担金 2,300,000 2,272,881 27,119

①会費等負担金 1,400,000 1,382,387 17,613 全旅連賦課金　他

②交際費負担金 850,000 859,000 ▲9,000 旅政連負担金・生衛新年会　他

③慶弔費 50,000 31,494 18,506

３．管理費 4,350,000 4,229,138 120,862

①事務費負担金 3,800,000 3,800,000 0 人件費・事務費

②旅費交通費 200,000 148,220 51,780 役職員会議出席・全国大会旅費等

③通信運搬費 150,000 110,748 39,252 郵送料他

④印刷製本費 200,000 170,170 29,830 会議資料・封筒印刷費他

４．諸費 521,700 228,368 293,332

①資本金引当 5,000 3,000 2,000 加入金積立金

②公租公課 356,700 92,400 264,300

③手数料費 10,000 11,220 ▲1,220 銀行手数料他

④雑費 150,000 121,748 28,252 登記諸費、会計事務所決算料

５．予備費 378,300 50,000 328,300

当期支出合計（Ｂ） 12,100,000 11,213,105 886,895

次期繰越収支差額 0 1,634,874 ▲1,634,874 （Ａ－Ｂ）

今期支出合計 12,100,000 12,847,979 ▲747,979

▲は対前年度予算減（単位：円）



 

 

令和 7・8年度 大分県旅館ホテル組合青年部 部長所信 

 

～協力無比～ 
 

 

皆様には日ごろより旅館組合活動に対する多大なるご支援とご協力を賜り、 

心より感謝申し上げます。 

この度、引き続き大分県部長として 2期目の任をお預かりすることとなり、身の引き締ま

る思いで御座います。 

 

この 2年間、コロナ禍の影響を乗り越え、全旅連の活動も活発化してまいりました。 

そして本年、14 年振りに九州ブロック大会が大分県で開催される事になっております。 

この機会を単なる催事に終わらせることなく、大分の底力と魅力を発信する絶好の舞台と

捉え、組合一丸となって成功へと導いていきたいと考えております。 

 

2 期目のスローガンは「協力無比」、かけがえのない仲間と築く、比類なき協力体制。この

言葉には、地域を超えた旅館同士、常日ごろよりご支援頂いている推奨業者様との連携、

行政や他業種との連動が新たな時代を切り拓くという強い意志を込めております。 

 

青年部員一人ひとりが地域の観光を支える主役です。情報の共有、課題の解決、魅力の発

信を通じて、互いに高め合う関係を築いていきたい、「協力無比」の旗印のもと、大分の観

光宿泊産業が一層の飛躍を遂げることを信じております。 

 

今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

牧野 耕太郎 



収入の部 単位：円

科　　目 予　算　額 摘　　要

前期繰越金 649,244

１．会費収入 1,248,000

（１）支部会費 別府支部　96,000円（8,000×12名）

248,000 九重支部　72,000円（8,000×9名）

由布院支部　40,000円（8,000×5名）

日田　　　　8,000円（8,000×1名）

賛助会費　　32,000円（8,000×4名）

（２）県総会・会議費 1,000,000 各会議に係る登録費等

２．その他・収入 500,756

（１）補助金 500,000 大分県旅館ホテル生活衛生同業組合補助金

（２）雑収入 756 利息等

総収入合計 2,398,000

支出の部

科　　目 予　算　額 摘　　要

１．一般事業費 2,340,000

（１）会費等負担金 500,000 全旅連年会費、九州･沖縄ブロック年会費

青年部会議登録費等

（２）会議費 1,000,000 総会費・役員会・会議・新年互例会等

（３）事業活動費 640,000 各事業活動費

（４）旅費交通費 200,000 部員出張旅費補助等

２．諸費 50,000

（１）通信費 10,000 切手代、郵送代等

（２）渉外費 30,000 冠婚葬祭、御祝等

（３）雑費 10,000 備品・消耗品購入代等

３．予備費 8,000

（１）予備費 8,000

次期繰越収金 0

総支出合計 2,398,000

令和7年度　大分県旅館ホテル生活衛生同業組合青年部収支予算



順不同・敬称略

No 支部名 役員 氏　名 フリガナ 旅館名 郵便番号 住所 TEL

1 別府 相談役 木村　大成 ｷﾑﾗ ﾀｲｾｲ 悠彩の宿望海 874-0920 別府市北浜3丁目8-7 0977-22-1241

2 別府 直前部長 久保　雄作 ｸﾎﾞ ﾕｳｻｸ AMANE RESORT 874-0023 別府市上人ケ浜町6-24 0977-66-3680

3 別府 ※部　長 牧野　耕太郎 ﾏｷﾉ ｺｳﾀﾛｳ 湯の里　葉山 874-0840 別府市鶴見122-5 0977-66-1245

4 九重 ※副部長 菅　裕貴 ｽｶﾞ ﾋﾛｷ 御宿　泉水 874-4912 玖珠郡九重町湯坪1037 0973-79-2717

5 由布院 副部長 衛藤　慎 ｴﾄｳ ｼﾝ 御宿なか屋 879-5102 由布市湯布院町川上1530-2 0977-84-3835

6 由布院 監　事 太田　慎太郎 ｵｵﾀ ｼﾝﾀﾛｳ 草庵秋桜 879-5102 由布市湯布院町川上1500 0977-85-4567

7 別府 監　事 緒方　真美 ｵｶﾞﾀ ﾏﾐ 美湯の宿　両築別邸 874-0822 別府市観海寺3 0977-26-0022

8 別府 加藤　雄太 ｶﾄｳ ﾕｳﾀ 旅館　喜楽 877-0045 別府市鉄輪320番地の1 0977-66-1585

9 別府 小出　洋介 ｺｲﾃﾞ ﾖｳｽｹ べっぷ好楽 874-0920 別府市北浜3丁目13-21 0977-22-1331

10 別府 園上　貴志 ｿﾉｳｴ ﾀｶｼ いで湯の宿丸神屋 874-0045 別府市鉄輪御幸4組 0977-66-1808

11 別府 林　晃彦 ﾊﾔｼ ｱｷﾋｺ テラス御堂原 874-0831 別府市堀田5組 0977-85-8841

12 別府 鶴田　宏和 ﾂﾙﾀ ﾋﾛｶｽﾞ ホテルニューツルタ 874-0920 別府市北浜1丁目14-15 0977-22-1110

13 別府 堀　健太 ﾎﾘ ｹﾝﾀ 鉄輪ー癒心ー 874-0043 別府市井田3組 0977-85-8303

14 別府 水谷　清志 ﾐｽﾞﾀﾆ ｷﾖｼ 割烹旅館ゆめさき 874-0826 別府市鶴見 園町５組の１ 0977-22-3008

15 別府 ※新規加入 久保　昇平 ｸﾎﾞ ｼｮｳﾍｲ AMANE RESORT 874-0023 別府市上人ケ浜町6-24 0977-66-3680

16 九重 古賀　啓介 ｺｶﾞ ｹｲｽｹ 朝日屋旅館 879-4912 玖珠郡九重町湯坪761 0973-79-2114

17 九重 武石　真澄 ﾀｹｲｼ ﾏｽﾐ 寒の地獄 879-4911 玖珠郡九重町田野257 0973-79-2124

18 九重 弘藏　勝久 ﾋﾛｸﾗ ｶﾂﾋｻ 法華院温泉 高原テラス 879-4911 玖珠郡九重町田野260-1 0973-79-2230

19 九重 清水　泰丞 ｼﾐｽﾞﾀﾞｲｽｹ 旅館新清館 879-4911 玖珠郡九重町田野1427−１ 0973-79-2131

20 九重 熊手　剛 ｸﾏﾃﾞｺﾞｳ 山あいの宿 喜安屋 879-4912 玖珠郡九重町湯坪527 0973-79-3341

21 九重 甲斐　貞之 ｶｲｻﾀﾞﾕｷ 名水の宿　宝珠屋 879-4912 玖珠郡九重町湯坪638 0973-79-2529

22 九重 甲斐　慶介 ｶｲ ｹｲｽｹ 八丁原ヴューホテル 879-4912 玖珠郡九重町湯坪739 0973-79-2234

23 九重 武石　佑太 ﾀｹｲｼ ﾕｳﾀ 旅館ふるさと 879-4912 玖珠郡玖珠郡九重町湯坪724-1 0973-79-2806

24 日田 諌山　高知 ｲｻﾔﾏ ﾀｶﾄﾓ 亀山亭ホテル 877-0044 日田市隅1丁目3-10 0973-23-2191

25 由布院 麻生　進 ｱｿｳ ｽｽﾑ 日の春旅館 879-5102 由布市湯布院町川上1802-1 0977-84-3106

26 由布院 冨永　康則 ﾄﾐﾅｶﾞ ﾔｽﾉﾘ 旅館冨季の舎 879-5103 由布市湯布院町川南814番地の1 0977-84-5811

27 由布院 岩本　鷹 ｲﾜﾓﾄ ｼｮｳ 旅館光の家 879-5102 由布市湯布院町川上2490 0977-85-3011

1 別府 ※卒業 伊藤　忠義 ｲﾄｳ ﾀﾀﾞﾖｼ 楓の小舎 879-5102 由布市湯布院町川上1270-28 0977-28-8181

2 九重 ※卒業 赤峰　誠 ｱｶﾐﾈ ﾏｺﾄ 旅館白滝 879-4912 玖珠郡九重町湯坪721 0973-79-2739

3 九重 ※卒業 甲斐　康嗣 ｶｲ ｺｳｼﾞ たからや旅館 879-4912 玖珠郡九重町湯坪671 0973-79-2121

1 別府 賛助会員 岩瀬　智昭 ｲﾜｾ ﾄﾓｱｷ 岡本屋旅館 874-0843 別府市明礬4組 0977-66-3228

2 別府 賛助会員 吉武　伸剛 ﾖｼﾀｹ ｼﾝｺﾞｳ 旅亭松葉屋 874-0822 別府市観海寺3 0977-22-4271

3 別府 賛助会員 平川　浩隆 ﾋﾗｶﾜ ﾋﾛﾀｶ しんきや旅館 874-0044 別府市鉄輪風呂本2組 0977-66-0962

4 別府 ※賛助会員 伊藤　忠義 ｲﾄｳ ﾀﾀﾞﾖｼ 楓の小舎 879-5102 由布市湯布院町川上1270-28 0977-28-8181

1 別府 事務局 大野　洋平 ｵｵﾉ ﾖｳﾍｲ 大分県旅館ホテル生活衛生同業組合 874-0920 別府市北浜2-10-19ｸﾞﾗﾝﾒｰﾙﾋﾞﾙ4F 0977-22-0401

令和7年度　大分県旅館ホテル生活衛生同業組合青年部名簿



（第４号議案） 

 

そ の 他 

 

 

 

 



大分県旅館ホテル生活衛生同業組合 指定業者ご案内 

 
 

大分県旅館ホテル生活衛生同業組合の指定業者選定について、令和７年の推薦業者さんが

決定いたしましたのでお知らせいたします。 

この指定業者制度は、全旅連本部の賦課金値上に伴い、大分県の組合は、各施設様の組合

費をアップしないための事業となっています。 

それぞれの推薦業者の方たちは県の組合へ年間５万円の協賛金を頂いています。 

推薦状を発行していますので、営業に来られたら対応方よろしくお願いいたします。 

 

指定期間 ◎２０２５年１月１日～１２月３１日の間 

指定業者一覧 ＮＯ１ 

 

企業名 商品案内 TEL FAX 

飲
料 

キリンビール（株） 
ＴＥＬ ０９２－２３５－９３６１ 

ＦＡＸ ０９２－７２１－４０２２ 

キリン一番搾り、クラフトビール、国産ウイスキー「陸」 

ノンアルコールビール「キリングリーンズフリー」を中心に様々な酒類を販売させて頂

いております。 

また、飲食に関わるトレンド情報についてもお届けさせていただきます。 

お気軽にお声かけ下さい。 

カ
ラ
オ
ケ 

株式会社第一興商大分支店 
ＴＥＬ ０９７－５３２－１１６０ 

ＦＡＸ ０９７－５３７－１０２１ 

カラオケの第一興商です。楽曲数の多い移動式通信カラオケからカラオケルーム用機器

もございます。その他館内 BGM から家電店舗商材も取り扱っております。 

何かご用がございましたらお気軽にお声掛け下さい。 

食
品 

日本食研株式会社大分支店 
ＴＥＬ ０９７－５６７－４８０１ 

ＦＡＸ ０９７－５６７－４８６６ 

キャッチフレーズ：世界の食文化の開拓者 

日本食研は、１９７１年創業、２０２１年１０月で５０周年を迎えました。 

お客様のニーズに合わせ、数々の基礎調味料や原料を独自の技術でブレンドし、味はも

とより、見栄えの良さ、調理の簡便さなど新たな価値を提供します。国内外よりご宿泊

されますお客様のニーズを掴み、組合企業様への提案・貢献を目指します。 

シ
ス
テ
ム 

株式会社 Liberty（リバティー） 
ＴＥＬ ０９６－２３４－７９４４ 

ＦＡＸ ０９６－２３４－７９４７ 

旅館ホテル専門の予約管理から財務会計までの一元管理システム【あすなろ】 

OTA の管理販売代行や HP 作成などの WEB サポート【すけさんサポート】この２つを

基盤に、中小規模のお宿を専門に経営のサポートをしています。 

現在は本社がある静岡で旅館と温浴施設合計で４つ運営しています。 

これらの実績をもとにシステム、WEB サポートのみならず、開業・補助金・人材支援や

備品・アメニティ類の業販などもご相談承ります。 



 

指定業者一覧 ＮＯ２  指定期間 ◎２０２５年１月１日～１２月３１日の間 

 企業名 商品案内 TEL FAX 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス 

株式会社楽輪 クリーンライブ本部 ＴＥＬ 

０１２０－７８－４６４９ 

０９０－９５８７－１４１３ 

別府を全国へ、そして世界へ・・・別府の良さを広めた油屋熊八翁 

別府温泉は、日本一なので別段どうこう言う必要なし～ 

お客様を何でおもてなしするのか～それは・・・ 

極上に美味しい料理！極上に衛生的な寝具！この２つ！！ 

クリーンライブは、極上に衛生的な寝具をお客様に 

ご提供できるサービスです。寝具衛生に力を入れませんか？ 

シーツ１枚で衛生を保つには限界があります。 

県内で毎月施工されているところもあります！ 

右の QR コードをご覧ください。 

 花王プロフェッショナル・サービス（株）九州支社 
ＴＥＬ ０９２－４１２－６１３５ 

ＦＡＸ ０９２－４１２－６１２９ 

清

掃 

「それ以上を生み出す、清潔提案を。」 

 

商品「大浴場クリーナー」「専用フォームスプレッダー」 

専用フォームスプレッダーで洗剤を散布して、１０分おいてすすぐだけ。 

大浴場清掃はブラシのこすり洗い不要で作業負担、清掃負担軽減 

皮脂汚れ、ヌメリの除去、黒カビ予防にもつながります。 

 

価格：大浴場クリーナー10L 8,640 円（税別） 

フォームスプレッダー 20,640 円（税別） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


